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[主張]　改姓改名に就て[footnoteRef:1] [1:  この文章は単行本『同胞に寄す』には収録されていない。] 


　愈 (いよ)々新 (しん)春 (しゆん)から氏 (うぢ)の実 (じつ)施 (し)を見 (み)ることになつた。氏 (うぢ)の制 (せい)度 (ど)は國 (こく)家 (か)でなすことであるが、改 (かい)姓 (せい)だけは人 (じん)民 (みん)の自 (じ)由 (ゆう)意 (い)思 (し)に任 (ま)かされて居 (ゐ)る。であるから、戸 (こ)主 (しゆ)なるものから何 (なん)等 (ら)の届 (とどけ)出 (で)がなければ在 (ざい)來 (らい)の支 (し)那 (な)風 (ふう)の姓 (せい)が自 (じ)動 (どう)的 (てき)に氏 (うじ)と定 (さだ)まることゝなつてる。つまり改 (かい)姓 (せい)を願 (ねが)はぬものは、在 (ざい)來 (らい)の姓 (せい)その儘 (まま)で好 (い)いわけである。
　併 (しか)しながら、吾 (われ)々は國 (こく)家 (か)が改 (かい)姓 (せい)を許 (ゆる)した精 (せい)神 (しん)を、篤 (とく)と吟 (ぎん)味 (み)しなければならない。しも姓 (せい)の必 (ひつ)要 (よう)を認 (みと)めないものとすれば、改 (かい)姓 (せい)を許 (ゆる)すと云 (い)ふ様 (やう)な法 (ほう)令 (れい)を出 (だ)さうがないではないか。自 (じ)發 (はつ)的 (てき)とは云 (い)ひながら、改 (かい)姓 (せい)の必 (ひつ)要 (よう)を認 (みと)めればこそ、改 (かい)姓 (せい)にする令 (れい)を出 (だ)したのである。然 (しか)らばその必 (ひつ)要 (よう)とはなんであるか。
　一言 (げん)にしてへば、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の趣 (しゆ)旨 (し)からであつて、非 (ひ)本 (ほん)質 (しつ)的 (てき)な、即 (すなは)ち可 (か)變 (へん)的 (てき)な凡 (す)べてのものを統 (とう)一しやうとするもので、これは國 (こく)家 (か)的 (てき)見 (けん)地 (ち)からもさうであるが、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)各 (かく)個 (こ)人 (じん)の立 (たち)場 (ば)から見 (み)て、ありがたいことであり、望 (のぞ)ましいことである。而 (しか)してこの可 (か)變 (へん)的 (てき)なものゝで、最 (もつと)も目 (め)に立 (た)ち、而 (しか)も變 (か)へるのに毫 (ごう)も痛 (つう)苦 (く)を感 (かん)じないものが姓名 (せいめい)である。この支 (し)那 (な)式 (しき)の姓 (せい)名 (めい)が、一見 (けん)或 ([ある])差 (さ)別 (べつ)を示 (し)唆 (さ)して、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の感 (かん)情 (ぜう)を殺 (そ)ぐことが夥 (おびただ)しい。かゝる別 (べつ)感 (かん)からるを受 (う)けるものは、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)自 (じ)身 (しん)なること論 (ろん)を俟 (ま)たない。いつそのこと思 (おも)い切 (き)つて、姓 (せい)名 (めい)をば本 (ぽん)式 (しき)に更 (あらた)めやうではないか、と云 (い)ふのがこの法令 (ほうれい)の精神 (せいしん)でなければならぬ。強 (けう)制 (せい)的 (てき)でなく、自 (じ)發 (はつ)的 (てき)にと云 (い)ふのは、吾 (われ)々の自 (じ)由 (ゆう)意 (い)志 (し)を尊 (そん)重 (ちよう)する、國 (こく)家 (か)のありがたさであつて、決 (けつ)して改 (かい)姓 (せい)をせぬでも好 (よ)いと云 (い)ふ意 (い)味 (み)ではない筈 (はず)である。
　或 (あるひ)は云 (い)ふだらう。如 (い)何 (か)に朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)が内 (ない)地 (ち)式 (しき)の氏 (し)名 (めい)を名 (な)乗 (の)ればとて、直 (ただ)ちに内 (ない)地 (ち)人 (じん)同 (どう)様 (よう)になれるものではないと。原 (げん)籍 (せき)を内 (ない)地 (ち)に置 (お)くことも許 (ゆる)されず、兵 (へい)役 (えき)も參 (さん)政 (せい)權 (けん)も、又 (また)は加 (か)俸 (ぼう)も許 (ゆる)されるものではないと。それは正 (まさ)にその通 (とほ)りである。併 (しか)し内 (ない)鮮 (せん)の完 (くわん)全 (ぜん)なる平 (びやう)等 (どう)の一歩 (ぽ)前進 (ぜんしん)であることだけは、論 (ろん)者 (じや)とへどもめないであらう。それで好 (よ)いではないか。一歩 (ぽ)前進 (ぜんしん)だけで十分 (ぶん)價 (ね)値 (うち)があるではないか。
　それのみではない。改 (かい)姓 (せい)届 (とどけ)出 (い)で期 (き)限 (げん)が昭 (せう)和 (わ)十五年 (ねん)六月 (がつ)までゝあるが、その期 (き)限 (げん)が切 (き)れて後 (のち)に始 (はじ)めて、改姓 (かいせい)の後 (おく)れたことを後 (こう)悔 (かひ)する様 (やう)になる事 (こと)は明 (あきら)かである。曾 (かつ)て林 (りん)野 (や)の所 (しよ)有 (いう)權 (けん)の届 (とどけ)出 (で)を或 (あるひ)は怠 (おこた)り或 (あるい)は故 (こ)意 (い)に回 (くわい)避 (ひ)するものさへあつて、あたら先 (せん)祖 (ぞ)代 (だい)々の遺 (い)産 (さん)を國 (こく)有 (いう)にされてから後 (あと)の祭 (まつ)りに騒 (さわ)ぎ出 (だ)したこともあつた。今 (こん)度 (ど)の改 (かい)姓 (せい)改 (かい)名 (めい)に就 (つ)いても、その全轍 (ぜんてつ)を繰返 (くりかへ)さない様 (やう)にすべきである。家 (か)のありがたき精神 (せいしん)をば、猜 (さい)疑 (ぎ)なく、素 (す)直 (なほ)に受 (う)け入 (い)れやうではないか。
[bookmark: _GoBack]　近 (きん)來 (らい)新 (しん)聞 (ぶん)紙 (し)上 (ぜう)に改姓 (かいせい)の記事 (きじ)がぽつぽつ見 (あら)はれる様 (やう)になつたことは、誠 (まこと)に結 (けつ)構 (こう)であるが、主 (おも)に舊 (きう)姓 (せい)や慣 (くわん)習 (しう)にこだわつてる様 (やう)である。金 (きん)海 (かい)金 (きん)氏 (し)が金 (きん)海 (かい)と更 (あらた)めたり河 (か)東 (とう)鄭 (てい)氏 (し)が河 (か)東 (とう)と更 (あらた)めるなもので、祖 (そ)先 (せん)を忘 (わす)れまいとする精神 (せいしん)としては一應 (おう)肯 (うなづ)けぬでもないが、寧 (むし)ろ國 (こく)民 (みん)としての新 (しん)出 (しゆつ)發 (ぱつ)の意 (い)気 (き)を示 (しめ)して、思 (おもひ)切 (き)つて本 (ぽん)的 (てき)な氏 (し)名 (めい)にして欲 (ほ)しいものである。具 (ぐ)氏 (し)の丘 (おか)氏 (し)の如 (ごと)く、林 (はやし)氏 (し)、南 (みなみ)氏 (し)の如 (ごと)く、舊 (きう)姓 (せい)を或 (ある)程 (てい)度 (ど)まで保 (ほ)留 (りう)するのに都 (つ)合 (がふ)の好 (よ)いものは兎 (と)も角 (かく)、さうでないものは、高山 (たかやま)、北村 (きたむら)の如 (ごと)く寧 (むし)ろその故 (こ)郷 (けふ)に因 (ちな)んだ日 (につ)本 (ぽん)風 (ふう)の姓 (せい)にすべきであり、名 (な)も一郎 (ろう)、郎 (ろう)、三郎 (ろう)、武 (たけ)雄 (を)、文 (ふみ)夫 (を)、雪 (ゆき)子 (こ)、子 (こ)の様 (やう)に思 (おも)ひ切 (き)つて日 (につ)本 (ぽん)式 (しき)にすべきである。中 (ちう)途 (と)半 (はん)端 (ぱ)なものにする必 (ひつ)要 (よう)はないではないか。
